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サッカーワールドカップ 2010 と 2014 年に出場した 
32 か国代表の体格特徴と試合結果の考察について 
Consideration of the physical characteristic and result of the 
representative from 32 countries in FIFA World Cup 2010 and 2014 




This study compares the height and weight of the all-star representatives of the 32 countries which 
participated in the FIFA World Cup in 2014 with those who participated in 2010. I analyze the 
relationship between the height of the all-star representatives and the match results. 
(1) It is thought that the good physical characteristics of footballers can achieve advantageous match 
results. 
(2) When I analyze the height and the weight of the all-star representatives of the 32 countries 
according to the players’positions, the order of size regarding height and weight was as follows; GK＞
FD＞FW＞MF. The widest margin of height reached 9 cm between GK and MF, and the widest margin of 
weight was 9 kg. The physical characteristics of GKs were significantly bigger than those of players in 
other positions. The MFs were significantly smaller than those in other positions. 
(3) When the average height and the total number of points scored by the representatives of the best 
16 teams and the best 8 in both the 2010 and 2014 FIFA World Cups were compared, there were positive 
correlations. There was a negative association between the GK average height of the 32 representatives 
and the losing of three games. From this, it could be seen that taller teams found it easier to get scores, 
and those that had a taller GK tended to have fewer losses. 
(4) The final games in both the 2010 and 2014 FIFA World Coups were between Europeans and South 
Americans. The all-Europe representative was the biggest in terms of physical characteristics among the 
5 continents. However, all-South America representative was inferior to all-Asia. 
 Therefore, if Japanese representatives are aiming to be the best 8 of the FIFA World Cup, they should 
adopt the training methods of the South America soccer players, because there are many similar 



























てきているからである。1993 年、日本の J リーグは




2002 年にベスト 16 入ったが、2006 年に一次リー






































2010 年と 2014 年 FIFA ワールドカップ出場選手
の身長と体重の基礎資料は、ワールドカップデータ
ベースのホームページより引用した 7)。 
第 19 回 FIFA ワールドカップの開催は、2010 年
6 月 11 日から 7 月 11 日にかけて、南アフリカで行
われた。1 か国の代表選手数は、多くて 23 名、本大
会に出場した代表国は 32 か国であり、総計 731 人
であった。 
第 20 回 FIFA ワールドカップは、2014 年 6 月 13
日から 7 月 14 日にかけて、ブラジルで開催された。
本大会に出場した全代表選手は総計 736 人であり、



























である。2010 年日本代表が第 23 位の高年齢層に位




りである。2010 年日本代表の平均は、下位 5 位の
178.8±5.4cm で、2014 年は 177.6±5.7cm の下位 4
位であった。 
 
（４）FW 各国代表の平均身長は、図 3 に示した通り
である。2010年日本代表の平均は、下位 3位の 176.2
±6.1cm で、2014 年は下位 2 位の 174.6±5cm であ
った。 
 
（５）DF 各国代表選手の平均身長は、図 4 に示した
通りである。2010 年日本代表の平均は 179.2±
5.7cm の下位 6 位を示し、2014 年は 178.8±5.9cm
下位 4 位であった。 
 
2010年 最終成績 試合 勝利 引分 敗戦 PK勝 PK敗 勝点 得点 失点 点差
南アフリカ ベスト16 4 2 0 1 0 1 7 4 2 2
2014年 最終成績 試合 勝利 引分 敗戦 PK勝 PK敗 勝点 得点 失点 点差
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図 ４． 2010 年と 2014 年の 32 か国ＤＦ代表の平均身長 
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（６）MF 各国代表選手の平均身長は、図 5 に示した
通りである。2010 年の日本代表の平均は 178.1±
2.5cm の下位 12 位、2014 年は下位 8 位の 175.7±
2.7cm であった。 
 
（７）GK 各国代表選手の平均身長は、図 6 に示した通




ある。2010 年の日本代表の平均は下位 3 位の 73.5±
5.8kg で、2014 年は下位 3 位の 72.5±6kg であった。 
（９）FW 各国代表選手の平均体重は、図 8 に示した




（10）DF 各国代表選手の平均体重は、図 9 に示した
通りである。2010 年の日本代表の平均は下位 8 位
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図９． 2010 年と 2014 年の 32 か国ＤＦ代表の平均体重 
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（11）MF 各国代表選手の平均体重は、図 10 に示し
た通りである。2010 年の日本代表の平均は下位 8
位の 71.7±4.4kg で、2014 年は下位 6 位の 71.2±
4.3kg であった。 
 
（12）GK 各国代表選手の平均体重は、図 11 に示し
た通りである。2010 年の日本代表の平均は下位 8













身長との関係を図 13 に示した。2010 年と 2014 年
とも正の弱相関が観察された。 
 
(15) 32 か国代表の予選 3 試合における GK の平均
身長と累計失点との関係を図 14 に示した。2010 年
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図１１． 2010 年と 2014 年の 32 か国ＧＫ代表の平均体重 








































2010 年３２か国ＧＫの平均身長 2014 年３２か国ＧＫの平均身長
図１４． ３２か国代表のＧＫにおける平均身長と一次予選３試合の累計失点との相関関係
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2014 年ベスト１６における身長と３試合得点との関係
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2014 年ベスト８における身長と 4 試合得点との関係 
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図１０．2010 年と 2014 年の 32 か国ＭＦ代表の平均体重 
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 (16) 2010 年日本代表とベスト 8 との体格比較は、
図 15 に示した通りである。 
 
(17) 2014 年日本代表とベスト 8 との体格比較は、
図 16 に示した通りである。 
 
(18) 2010 年 FW における日本代表とベスト 8 との
体格比較は、図 17 に示した通りである。 
 
(19) 2014 年 FW における日本代表とベスト 8 との
体格比較は、図 18 に示した通りである。 
 
(20) 2010 年 DF における日本代表とベスト 8 との
体格比較は、図 19 に示した通りである。 
 
(21) 2014 年 DF における日本代表とベスト 8 との
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図 20  2014 年 FIFA ワールドカップにおけるベスト８ＤＦと日本 DF との体格比較
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(22) 2010 年 MF における日本代表とベスト 8 との
体格比較は、図 21 に示した通りである。 
 
(23) 2014 年 MF における日本代表とベスト 8 との
体格比較は、図 22 に示した通りである。 
 
(24) 2010 年 GK における日本代表とベスト 8 との
体格比較は、図 23 に示した通りである。 
 
 
(25) 2014 年 GK における日本代表とベスト 8 との
体格比較は、図 24 に示した通りである。 
 
(26)2010 年と 2014 年 FIFA ワールドカップに出場
した 5 大地域代表における体格の比較は、図 25 に
示した通りである。 
 
(27) 2010 年と 2014 年 FIFA ワールドカップに出場
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本研究の調査では、2010 年に出場した FIFA ワール
ドカップ32か国の全平均年齢は27.3±1.1歳であり、
ベスト 8 は 27.1±1.1 歳、ベスト 4 は 26.6±1.3 歳
であった。そしてベスト 8 の中で最も若い国はガー
ナの 25 歳で、最年長の国はブラジルの 29 歳であっ
た。日本代表は 28 歳であった。また 2014 年の 32
か国の平均年齢は 26.8±0.9 歳であり、ベスト 8 は
26.7±1 歳、ベスト 4 は 27±1 歳であった。そして
ベスト 8 の中で最も若い国はベルギーの 25.5 歳で、
最年長の国はアルゼンチンの 27.8 歳であった。日本













日本は、2010 年の南アフリカではベスト 16 入り
であったが、2014 年のブラジルでは一次グループリ




本研究は二大会のベスト 16 とベスト 8 の平均身長
と累計得点との相関をそれぞれ分析した。二大会と
も両項目の間に正の相関があり(図 12 と 13)、つま
り長身チームは点が取りやすい傾向にあることが分
かった。2010 年ベスト 8 の中で身長が 8 位のパラ
グアイは、日本よりも 1cm 高く、同じく 2014 年身
長が8位のコスタリカは、日本よりも2cm高かった。
2010 年ベスト 8 の中で体重が 8 位のオランダは、
日本より 1kg 重く、同じく 2014 年体重が 8 位のコ
スタリカは、日本よりも 1.5kg 重かった（図 15 と
16）。他のデータにおいては、2002 年 FIFA に出場
した日本代表の身長は 178.7cm であり、2005 年の





















ションより有意に大きかった(表 2)。また GK の身長
と 3試合の累計失点との間に負の相関が観測された
(図 14)。つまり長身の GK には失点が少ないことが
分かったので、GK は大柄選手が相応しいことが示唆
された。但し、日本代表 GK の体格は二大会とも (図











DF の体格(図 19)は、ベスト 8のアルゼンチンを上回
2010年 ＧＫ ＤＦ ＦＷ ＭＦ 全体
身長(cm) 187.0±4.2 *** 182.1±2.5 *** 181.1±3.3 *** 179.0±2.7 181.5±2.2
体重(kg) 82.5±4.7 ***  76.0±2.2 *** 75.4±3.1 *** 73.2±2.8 75.7±1.9
2014年 ＧＫ ＤＦ ＦＷ ＭＦ 全体
身長(cm) 187.0±3.8 *** 182.2±3.5 *** # 179.9±2.9 *** # 177.9±3.0 180.9±2.6
体重(kg) 82.4±3.5 ***  77.3±3.0 ***  75.4±3.5 ***  73.6±2.6 76.3±2.1
表２．2010年と2014年ワールドカップ32代表におけるポジション別の身長と体重
*:  vs. GK,  *** p < .001          #:  vs. DF,  # p < .05
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示唆された。2014 年日本の FW の体格(図 18)は、ベ



































































































 （２）ポジション別に 32 か国の代表選手の身長と
体重の大小順をみると、二大会とも GK＞FD＞FW
＞MF の順となった。身長において GK と MF との




 （３）二大会のベスト 16 とベスト 8 における代表
の身長と累計得点との間にそれぞれ正の弱相関があ
















ル測定ガイドライン。日本サッカー協会。pp. 14-18, 2006 
2. 菅野淳・星川佳広：強くなるためのサッカーフィジカル
トレーニング。スキージャーナル。pp. 84-93, 2004 
3. 大橋二郎：世界一流選手のゲーム中の移動距離。東京大
学教養学部体育学紀要.25, 1-6, 1991 
4. 林雅人：サッカー フォーメーション・システム・戦術 
第二刷（株）ナツメ社。2010 
5. 高橋幸太郎：サッカーゲームにおける得点と勝敗との関
係についての一研究。上智大学体育。第 7 号, 23-36, 1973 
6.  Reilly T: Physiological profile of the player. In: 
Handbook of sports medicine and science-football, 
Ekblom, B. Ed., Blackwell scientific Publications, pp. 













        （原稿受理年月日 2015 年 9 月 28 日） 
- 10 -
